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初
め
て
の
發
掘
　
　
權
現
臺
の
歴
史
　
　
貝
層
よ
り
石
棒
　
　
把
手
に
あ
ら
で
土
偶
　
　
元
日
の
初
掘
り

　
　
朱
の
模
樣
あ
る
土
器
　
　
奇
談
　
　
珍
品
　
　
地
主
と
駄
菓
子
　
　
鷄
屋
の
跡
　
　

　
太
古





遺
跡





の
發
掘






に
、
初



め
て
余

が
手

を
下



し
た
の
は
、
武
藏





の
權
現
臺








で
あ
る
。
そ
れ
は
余

の
品
川






の
宅



か
ら
極



め
て
近



い
、
荏
原
郡







大
井





の
小
字





の
事



。
東
海
道
線










と
山



の
手

線


と
合



し
て
居

る
鐵
道
線
路









の
右
手





の

臺
地





が
そ
れ
で
、
大
井





の
踏
切






か
ら
行

け
ば
、
鐵
道
官
舍











の
裏



か
ら
畑
中






に
入

る
の
で
あ
る
。

　
余

は
併



し
大
概






蛇
窪






の
踏
切






の
第



二
の
線



を
越

し
て
、
直

ぐ
と
土

手

に
登



つ
て
行

く
の
で
あ
る
。

　
初
心






の
發
掘






と
し
て
は
此

の
權
現
臺








は
大
成
功








で
あ
つ
た
。
無
論





遺
物





が
豐
富





で
も
有

つ
た
の
だ
が
、
宅



か

ら
近



い
の
で
、
數

々







行

き
得

ら
れ
た
の
と
、
人
手





が
多



か
つ
た
の
も
勝
利






の
原

因

で
あ
つ
た
。

　
さ
れ
ば
余

と
し
て
、
終
生






忘


る
ゝ
事



の
出

來

ぬ
の
は
、
こ
の
權
現
臺








の
遺
跡





で
、
其

所

の
地

を
踏

む
時



は
勿
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論


、
遺
物





の
一
片






を
手

に
し
て
も
、
直

ぐ
と
其
當
時







を
思

出







す
の
で
あ
る
。
成
功






し
た
其
時






の
嬉



し
さ
も
思



出


で
る
が
、
併



し
多



く
は
其
時






一
處






に
行

つ
た
友



の
、
死

ん
だ
の
や
、
遠



ざ
か
つ
た
の
や
、
い
ろ
〳
〵
そ
れ
を

懷

出







し
て
、
時

々







變


な
感

情







に
打

た
れ
も
す
る
。

　
三
十
五
年





の
九
月





、
日

は
忘



れ
た
が
初

旬







で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
權
現
臺








最
初






の
發
掘






で
、
其
頃






余

の
宅



は

陣
屋
横
町










に
在

つ
て
、
活

東







望

蜀







の
二
子



が
同
住






し
て
居

た
。
後



に
玄
川
子







も
來

た
。

　
文
士
相
樸








が
盛



ん
な
頃



な
の
で
、
栗
島
狹
衣
氏











が
殆





ど
毎
日






の
樣



に
來

て
居

た
の
で
、
狹
衣
子







と
同



じ
朝
日





新
聞






に
居

る
水
谷
幻
花
氏











も
、
其
縁






で
遊



び
に
來

出

し
た
。

　
今

日

は
天
氣





が
快

い
か
ら
と
て
、
幻
花
子







が
先
導






で
、
狹
衣






、
活

東







、
望

蜀







の
三
子



が
、
鍬



を
擔



い
で

權
現
臺








に
先
發






し
た
。
後



か
ら
余

も
行

つ
て
見

る
と
、
養
鷄
所








の
裏
手





の
萱
原






の
中



を
、
四

人

て
連



り
に
掘
散





ら
し
て
居

る
。
な
る
程



貝
塚






と
は
這

ん
な
物



だ
な
と
初



め
て
余

は
地
中





に
秘
密





あ
る
を
知

つ
た
。

　
此
時
分







の
發
掘
法








と
い
ふ
の
は
、
幼
稚





な
も
の
で
、
幻
花
子



は
ハ
ン
マ
ー
で
こ
つ
こ
つ
掘

つ
て
、
布
呂
敷









で

貝
殼






を
渫





ひ
出

す
位



ゐ
。

　
二
回
目









に
は
矢
張





其
人
數







で
、
此
方





は
※




や

、
鍬



で
遣

つ
て
見

た
が
、
如

何

も
巧



く
行

か
ぬ
も
の
だ
か
ら
、

三
回
目









に
は
汐
干





の
時



に
用



ゐ
た
熊
手





（
小
萬
鍬








）
が
四
五
本





有

つ
た
の
を
持
出





し
た
處





が
、
こ
れ
が
非
常






に

有
効






で
あ
つ
た
の
で
、
（
勿
論






先
輩
中








、
既



に
小
萬
鍬








を
用



ゐ
て
居

た
人



が
有

つ
た
さ
う
だ
が
、
そ
れ
は
三

本

爪


の
、
極



め
て
小



な
る
物



）
前



の
鍛

冶

屋

に
四

本

刄

の
大
形






の
を
別

誂







へ
す
る
な
ど
、
大
分





乘
氣





に
成

つ
て

來

た
。
（
箕

も
其
頃






か
ら
遣



ひ
出

し
た
）
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と
い
ふ
の
が
、
幻
花
子







が
、
小
魔
石
斧








や
、
完

全







に
近



い
土

器

な
ど
を
掘

り
出

し
た
の
で
、
余

等

の
發
掘






熱


が
そ
ろ
〳
〵
高
度





に
達



し
か
け
た
か
ら
で
あ
る
。

　
休
日
毎








に
誘



ひ
に
來

る
幻
花
子







を
待

つ
て
居

ら
れ
ず
。
今

日

は
望
生






、
翌

日

は
活
子






、
或





は
三

人

揃


つ
て
行

く
間



に
、
土
偶





の
足



も
出

る
。
小
土
器









も
出

る
。
大
分





景
氣





が
附

い
て
來

た
。

　
並



ん
で
掘

つ
て
居

る
望
生






の
膝

頭







が
泥



に
埋



つ
て
居

る
の
を
、
狹
衣
子







が
完

全







な
土

器

と
間
違





へ
て
掘

出


さ
う
と
す
る
と
、
ピ
ヨ
イ
と
望
生






が
起
上






つ
た
の
で
、
土

器

に
羽

根

が
生

え
た
か
と
驚





い
た
の
も
其
頃






。

　
活
東
子








が
ゴ
ホ
ン
〳
〵
咳



を
し
な
が
ら
、
赤
土






の
下



ま
で
掘
入





つ
て
、
何



も
出

な
い
と
零



し
た
の
も
其
頃






。

　
初
心






の
失
策






は
决



し
て
少





く
な
か
つ
た
の
だ
。

　
幻
花
子







は
此
當
時







、
ぐ
ツ
と
先
生
振







つ
て
、
掘

り
な
が
ら
種
々






講

釋







を
聞

か
せ
る
の
で
あ
つ
た
。
余

等

が

最

も

興
味






を
有



し
て
傾

聽







し
た
の
は
、
權
現
臺
貝
塚












の
歴
史





で
あ
つ
て
、
最
初






に
野
中





完




一
氏



が
發
見






し
た

の
を
、
氏

は
深



く
秘

し
て
居

た
の
で
、
其
頃






は
發
掘






を
せ
ず
と
も
、
表

面







を
チ
ヨ
イ
〳
〵
掻
廻






し
て
見

れ
ば
、

土
偶





、
土
版





、
完

全







に
近



い
土

器

な
ど
、
ご
ろ
〳
〵
轉



が
り
出

し
、
磨
製
石
斧








な
ど
は
、
い
く
ら
で
も
有

つ

た
。
そ
れ
を
幻
花
子







が
チ
ラ
と
耳



に
挾



ん
で
、
大
井
村
中









殘


ら
ず
探



し
て
、
漸





く
野
中
氏









の
寶
庫





を
突
留





め
る

と
間

も
な
く
、
貝
塚






の
一
部



を
開



い
て
其

所

に
養
鷄
場









を
設
立






す
る
大
工
事







が
起



り
、
此
期





を
利
用





し
て
土

方


を
買
收






し
、
幻
花
子







が
種
々






の
珍
品






を
手

に
入

れ
た
事



か
ら
、
地
主





と
の
衝
突
奇
談










、
小
作
人







と
の
大
喧
嘩








、

小
南
保
之
助
氏












と
貝
塚






の
奇
遇
談







や
ら
、
足
立
博
士








の
未

だ
學
士
時
代








に
此

所

へ
來

て
蜂



に
螫

さ
れ
た
話





や
ら
、

却
々






面
白






い
。
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但



し
斯

う
い
ふ
話





の
出

た
時



は
、
餘



り
遺
物





の
出

な
い
時



で
、
土

器

の
顏



で
も
貝
層






か
ら
出

や
う
も
の
な
ら
、

呼
吸





を
す
る
の
さ
へ
忘



れ
る
位





。

　
活
東
子








が
十
月





卅
一
日





に
鐵
鉢
形








の
小
土
器









を
掘
當





て
な
が
ら
、
過





つ
て
そ
れ
を
破

つ
た
の
で
、
破
鐵
鉢







の

綽
號





を
取

り
な
ど
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時





に
出

し
た
把
手
附







の
小
土
器









は
、
少



し
缺

げ
て
は
居

る
が
珍
形






で
、

優
物






た
る
を
失





は
ぬ
。
（
第
壹
圖
イ
參
照
）

第
壹
圖
（
武
藏
權
現
臺
）

イ
（
土
器
）
　
ロ
（
土
偶
顏
面
）
　
ハ
（
土
偶
胴
部
）

　
斯

う
し
て
殆





ど
毎
日






の
如



く
掘

つ
て
居

る
間



に
、
萱
原






を
三

間

幅


で
十

間

ば
か
り
、
南





か
ら
北



ま
で
掘
進






ん

で
、
畑



の
方



ま
で
突
拔





け
て
了



つ
た
。
（
高
抔
形








、
茶
椀
形








、
土
瓶
形







、
大
小
土
器








十

餘

種

。
石
劒
片








、
石
槍






、

貝
輪





、
輕
石
製
浮
標
等












出

づ
）

　
こ
れ
は
大
變






と
、
總
掛






り
で
地

な
ら
し
を
し
て
、
今
度





は
又



思


ひ
思



ひ
に
陣



を
取

り
、
西



か
ら
東





に
向



つ
て

坑
道






を
進



め
掛

け
た
。

　
此

間







に
チ
ヨ
イ
〳
〵
飛
入






の
發
掘
者








が
見

え
た
。
野
中
完
一
氏











、
伊
坂
梅
雪
氏










、
小
南
保
之
助
氏












、
高
橋
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佛
骨
氏
等










。

　
十

二

月

の
四
日



で
あ
つ
た
。
余

と
幻
花
子







と
二
騎



、
轡





を
並



べ
て
掘

つ
て
居

る
と
。

『
江

見

ク
ン
、
出

た
〳
〵
』
と
幻
子





が
變



な
聲



を
出

し
た
。

　
何



が
出

た
か
と
覗



い
て
見

る
と
、
眞
白






い
貝
層






の
中



か
ら
、
緑
泥
片
岩











の
石
棒






の
頭
部





が
見

え
出

し
て
居

る
。

　
そ
れ
が
横



一

文

字

に
貝
層






の
間





に
挾



ま
つ
て
居

る
の
を
。

『
未

だ
有

る
、
未

だ
有

る
』
と
幻
子





は
調
子





を
取

り
な
が
ら
掘

つ
て
行

く
の
で
、
見

て
居

る
に
耐

え
ぬ
。

　
殘
念






で
な
ら
ぬ
の
で
、
自
分





の
持
場





を
一
生
懸
命









に
掘

つ
た
け
れ
ど
、
何



も
出

な
い
。
幻
子





の
大
成
功








に
引

替


へ
て
大
失
敗








。
活





望


二
子



も
茫
然






と
し
て
了



つ
た
。

　
其
翌
五
日









、
奮
然






と
し
て
余

は
唯



一
人





で
行

つ
た
。
寒





い
風



が
吹

き
、
空



の
曇



つ
た
、
厭



な
日

で
あ
つ
た
が
、

一
人





で
一
生
懸
命









に
掘

つ
た
け
れ
ど
、
何



も
出

て
來

ぬ
。
晩



ま
で
掛



つ
て
漸





く
土

器

の
端



で
も
磨

つ
た
ら
し
い

石


と
、
把
手





の
平
凡






な
の
を
二
三
箇



得

た
ば
か
り
。
が
ツ
か
り
し
て
歸



つ
て
、
食

卓







に
つ
き
な
が
ら
、
把
手





の
一
箇





を
家
人





に
示



し
て
、
こ
れ
が
責

め
て
土
偶





の
顏



で
も
有

つ
た
ら
、
昨
日





の
敗
軍






を
盛
返





へ
す
も
の
を
と

つ
ぶ
や
く
と
、
脇



で
見

て
居

た
母



が
『
お
や
〳
〵
そ
れ
は
人

形







の
顏



で
は
な
か
つ
た
の
か
』
と
い
ふ
。
『
へ

え
、
人

形







の
顏



だ
と
好

い
の
で
す
が
、
然

う
で
は
な
い
の
で
す
』
と
余

は
答



へ
た
。

　
母



は
重



ね
て
『
で
も
妾





に
は
人

形







の
顏



に
見

え
る
』
余

『
然

う
で
す
な
、
こ
れ
が
眉
毛





で
、
こ
れ
の
下



に

眼

が
あ
る
と
好

い
の
で
す
が
』
と
言

ひ
つ
ゝ
、
小
揚
子









で
ツ
ヽ
く
と
、
土



が
、
ポ
ロ
リ
と
落

ち
て
、
兩

眼







が

7



開


い
た
。
お
や
〳
〵
と
思



ひ
な
が
ら
、
又



ツ
ヽ
く
と
、
鼻



の
孔



さ
へ
二
ツ
開



い
た
。
正



し
く
土
偶





の
顏
面






な
の

で
あ
つ
た
。
（
第
壹
圖
ロ
參
照
）

　
そ
れ
か
ら
又



調
子
附









い
て
、
雪
中






雨
中





構


ひ
無

し
に
掘

つ
て
、
三
十
五
年





の
十

二

月

三
十
日





、
棹
尾





の
成
功






と
し
て
は
望
蜀
生









が
、
第
貳
圖









ロ
の
如



き
口
唇
具







を
出

し
た
。
朱
塗






で
あ
る
。

　
最





も
振



つ
て
居

た
の
は
三
十
六
年





一
月





元

旦







で
、
此
日





年
始





に
來

た
幻
花
子







は
、
掘
初





め
を
す
る
と
云

つ

て
唯



一
人





で
出

掛

け
た
の
を
、
後



か
ら
、
靜
灣






、
佳
水





、
天
仙






、
望
蜀







、
古
閑





、
狹
衣






、
活

東







の
七

人

と
評



議


の
上



、
二
人
宛







四

方

か
ら
進



ん
で
、
穴



に
籠



る
幻
子





を
包
圍
攻
撃









し
て
遣

ら
う
と
い
ふ
の
で
、
そ
れ
〳
〵
に

手
配





り
し
た
が
、
活
東
子








が
不

間

を
遣

つ
て
、
却



つ
て
幻
花
子







の
方



か
ら
突

貫







し
來



つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
其
時






の
八

人

の
内



で
、
活

東







天
仙






古
閑





の
三
子



は
、
今



は
現
世





の
人



で
あ
ら
ぬ
。

　
三
十
六
年





に
入

つ
て
余

は
大
成
功








を
し
た
。
一
月





十
六
日





に
は
、
土

器

に
朱



を
以



て
緻
密





な
る
模
樣





を
畫



い

て
あ
る
の
を
、
二
箇





ま
で
掘
出





し
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
二
年





の
今
日






ま
で
に
斯

く
の
如



き
珍
品






は
又



と
出

で
ず

に
居

る
。
余

が
藏
品
中








の
第



一
位



を
占

め
て
、
未



だ
一
歩



も
下



ら
ず
に
居

る
。

　
そ
れ
か
ら
、
土

器

も
種
々






出

た
。
奇
談





も
種
々






有

つ
た
。

　
貝



を
さ
ら
ひ
出

す
の
に
就



て
、
活
東
子








と
幻
花
子







と
衝

突







す
る
。
發
掘






の
進
路





に
就



て
衝

突







す
る
。
狹

衣
子






が
手
傳





ひ
に
來

て
は
、
つ
い
、
社



に
出

る
時
間





を
忘



れ
た
事



や
、
佛
骨
子







が
穴



の
中



で
午
睡





を
し
た
事



や
、

こ
れ
等

は
奇
談





の
主



な
る
も
の
。

　
發
掘
品








と
し
て
は
三
十
六
年





三
月





十
九
日





に
、
活
東
子








が
方
形
裏
模
樣











の
土

器

を
出

し
、
望
蜀
生









が
、
同
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二
月





二
十
二
日





に
壺
形
土
器








を
出

し
、
玄
川
子







が
土
偶





の
足



と
、
第
二
圖









ニ
の
如



き
、
珍



ら
し
く
複
雜






な
る
把

手


を
出

し
。
余

が
又



土
偶





の
足



、
半
磨
石
斧








、
三
月





二
十
二
日





に
獸
牙
製
曲
玉











の
一

種

、
略





し
て
キ
バ
マ
ガ

（
第
二
圖
ハ
參
照
）
を
出

し
、
同
月






二
十
六
日





に
、

鹿
角
製
浮
袋













の
口



（
第
二
圖
イ
參
照
）
を
出

し
、
四
月





三
日



に
土
偶
胴
部








（
第
壹
圖
ハ
參
照
）
を
出

し
た
等



が
主



な
る
物



。

第
貮
圖
（
武
藏
權
現
臺
）
﹈

イ
（
浮
袋
口
）
　
ロ
（
口
唇
具
）
　
ハ
（
牙
曲
玉
）
　
ニ
（
把
手
）
　
ホ
（
有
孔
石
器
）

　
此

間







に
望
蜀
生









は
故
郷






に
歸



り
、
活
東
子








又


振


は
ず
。
幻
花
子







は
相
變






ら
ず
。
そ
れ
と
玄
川
子







を
相
手





に

ぼ
つ
〳
〵
掘

つ
て
、
到
頭






鷄
屋





の
塀



の
下



ま
で
掘

り
進



ん
で
、
夏



の
頃



に
は
既

う
手

の
附

け
場
所





が
無

く
な
つ

た
。

　
思
出






し
て
見

る
と
未

だ
奇
談





が
あ
つ
た
。
母



や
妻



や
親
類






の
子
供





や
、
女
中






や
、
遠



く
も
無

い
の
で
摘
草






か

た
〳
〵
見
物






に
來

た
事



が
有

つ
た
。
其
時






は
生
憎






何


も
出

な
い
の
で
、
採
集
袋









へ
摘
草






を
入

れ
て
歸



つ
た
事



も
あ
つ
た
。

　
最





も
奇
談





と
す
べ
き
は
地
主





の
某
氏





が
來

た
時



で
あ
る
。
と
は
知

ら
ぬ
の
で
貝



を
揚

げ
る
の
に
邪
魔





だ
か
ら
、
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其

所

を
退

い
て
呉

れ
な
ん
て
威

張

り
散

ら
し
て
、
後



で
地
主





と
分



つ
て
、
有
合






せ
の
駄
菓
子









を
出

し
て
、
機
嫌





を
取

つ
た
事



な
ど
で
あ
る
。

　
や
が
て
其
秋






に
は
、
殘



ら
ず
貝
塚






は
開



か
れ
て
、
畑





と
成

つ
て
了



つ
た
が
、
そ
れ
で
も
余

等

は
未
練





に
引

か

さ
れ
て
、
表
面
採
集











に
時

々







立
寄





る
が
、
其
後






と
て
も
、
土
偶





を
得

、
磨
石
斧









を
得

、
三
十
七
年





の
九
月





に
は
、
第



二
圖



ホ
の
如



き
有
孔
石
器









を
さ
へ
表

面







で
得

た
。
こ
れ
は
曲
玉






の
一

種

で
も
あ
ら
う
。

　
こ
れ
だ
け
荒



し
た
權
現
臺








は
、
其
後






幾
變
遷








し
て
、
以

前

の
樣



は
既

う
見

ら
れ
ぬ
。
四
十
一
年





の
夏



行

つ
て

見

る
と
、
彼

の
鷄
屋





さ
へ
失

く
な
つ
て
了



つ
て
居

る
。
幻
花
子







は
鷄
屋





の
出

來

ぬ
前



か
ら
知

つ
て
居

る
の
だ
。

余

が
知

つ
て
か
ら
も
三
四
代





主
人






が
變



つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
二

代

目

の
時
代





の
鷄
屋





の
番
人






に
好

い
老
人






が
居

て
、
い
ろ
〳
〵
世

話

を
し
て
茶



な
ど
入

れ
て
呉

れ
て
居

た

が
、
其
老
人








間

も
な
く
死

ん
だ
の
で
、
何

ん
と
な
く
余

は
寂
寞






を
感



じ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
三

代

目

四

代

目

と
は
、
無
關
係








で
、
構
内






へ
は
一
歩



も
足



を
踏
入





れ
な
か
つ
た
が
、
到
頭






そ
の
鷄
屋





は
亡



び
て
了



つ
た
の

で
、
こ
れ
を
幸





ひ
と
佛
骨
子







を
か
た
ら
ひ
、
又



少


し
掘

つ
て
見

た
。
そ
れ
で
も
土

器

が
一



ツ
、
磨
石
斧









が
一

本

出

た
。

　
此
後






權
現
臺








は
如

何

變


る
だ
ら
う
。

　
初



め
て
萱
原






に
分
入





つ
た
時



に
居

た
活
東
子








は
死

ん
だ
。
望
蜀
生









は
如

何

し
た
の
か
、
寄

り
つ
き
も
仕

な

い
。
狹
衣
子







は
役
者






に
成

つ
て
、
あ
の
泥



を
渫





つ
た
手

で
お
白
粉






を
解

き
つ
ゝ
あ
り
。
幻
花
子







も
新
聞






の
方



が

忙

し

い
の
で
、
滅
多





に
來

ず
。
自
分





一
人





で
時

々







掘

り
始



め
の
處





へ
立

つ
て
は
、
往
事





を
追

懷







す
る
と
、
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其
時






の
情

景







が
眼
前






に
彷
彿






と
し
て
見

え
る
の
で
あ
る
。
が
　
　
既

う
直

き
に
其

處

は
人



の
屋
敷
内







に
で
も

な
つ
て
、
垣



か
ら
覗



く
事



も
出

來

な
く
な
る
だ
ら
う
。

　
纔



か
に
五
六
年





で
地
上






は
此
變
化








で
あ
る
。
地
中





の
秘
密





は
そ
れ
で
も
、
三
千
餘
年







の
間





保


た
れ
た
と
思



ふ

と
、
こ
れ
を
攪

亂







し
た
余

等

は
、
確



か
に
罪
惡






で
あ
る
と
考





へ
ず
に
は
居

ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
探
檢
實
記
　
地
中
の
秘
密
」
博
文
館

　
　
　1909
（
明
治42

）
年5

月25

日
発
行

※
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
当
該
書
籍
画
像

に
基
づ
い
て
、
作
業
し
ま
し
た
。

※
「
思
出
《
お
も
ひ
い
だ
》
」
と
「
懷
出
《
お
も
ひ
い
だ
》
」
、
「
其
所
」
と
「
其
處
」
、
「
第
貳
圖
」
と

「
第
二
圖
」
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で
す
。

※
「
其
頃
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
そ
の
こ
ろ
」
と
「
そ
の
ご
ろ
」
、
「
養
鷄
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
や
う
け
い
」

と
「
よ
う
け
い
」
、
「
貝
塚
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
か
ひ
づ
か
」
と
「
か
い
づ
か
」
、
「
小
萬
鍬
」
に
対
す
る

ル
ビ
の
「
せ
う
ま
ん
ぐ
わ
」
と
「
せ
う
ま
ん
く
わ
」
、
「
貝
層
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
か
ひ
さ
う
」
と
「
か
ひ

そ
う
」
、
「
望
蜀
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
ぼ
う
し
よ
く
」
と
「
ば
う
し
よ
く
」
、
「
老
人
」
に
対
す
る
ル
ビ
の

「
ら
う
じ
ん
」
と
「
ろ
う
じ
ん
」
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で
す
。

※
誤
植
を
疑
っ
た
「
初
心
《
し
よ
し
よ
》
」
を
、
本
文
中
の
他
の
箇
所
の
表
記
に
そ
っ
て
、
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

入
力
：
岡
山
勝
美

校
正
：
岡
村
和
彦

2019

年10

月28

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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